
１月１日 現在 前月比

男 6,930人 (－16)

女 7,066人 (－30)

計 13,996人 (－46)

世帯数 5,210戸 (－６)

12月中の動き
(届出件数)

出生…… ２人
死亡…… 30人
転入…… 12人
転出…… 30人
婚姻…… １組

市の人口と世帯 表 紙
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オニのおめんつくったよ！
１月17日、節分に向けてオニのおめんを作って
いる認定こども園尾花沢幼稚園うさぎ組(年中)さん
におじゃましました。子どもたちはカメラマンに作
り方を教えてくれたり、「上手にできたよ」と見せ
てくれたり、元気いっぱい！節分
当日にオニが来ても、みんなのパ
ワーで逃げて行っちゃうかもね。
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山
形
県
ベ
ス
ト
ア
グ
リ
賞

髙
橋
央ひ

さ
し

氏
(寺
内
２
)

１
月
11
日
、
市
役
所
に
て
市
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ

ツ
エ
ス
ア
イ
株
式
会
社
と
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る

ス
マ
ー
ト
自
治
体
実
現
に
向
け
た
包
括
連
携
協

定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
当
市
の
Ｄ
Ｘ
推
進
を
加
速
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵

を
享
受
で
き
る
ス
マ
ー
ト
自
治
体
の
実
現
を
目

指
す
も
の
で
す
。
今
後
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ
エ
ス

ア
イ
株
式
会
社
の
持
つ
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
働
き

方
改
革
の
ス
キ
ル
等
を
活
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
自
治
体

実
現
に
向
け
た
包
括
連
携
協
定
締
結
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11
月
21
日
、
山
形
テ
ル
サ
で
第
49
回
山

形
県
統
計
大
会
が
開
催
さ
れ
、
統
計
に
関

わ
る
表
彰
や
統
計
調
査
員
の
体
験
発
表
、

ま
た
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

の
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
市
の
受
賞
者
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
ご
功

績
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
今

後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

◆
総
務
大
臣
表
彰

長
田

正
一
氏
（
古
殿
）

◆
山
形
県
統
計
協
会
会
長
表
彰

遠
藤

英
悦
氏
（
粟
生
）

笹
原

進
氏
（
六
沢
２
）

増
川

正
武
氏
（
西
原
２
）

◆
山
形
県
統
計
協
会
会
長
感
謝
状

鈴
木

賢
氏
（
梺
町
３
）

中
根

髙
志
氏
（
西
野
々
）

本
間

孝
雄
氏
（
鶴
子
１
）

◆
山
形
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

山
形
県
統
計
協
会
長
賞

髙
橋

菜
月
さ
ん
(尾
花
沢
中
学
校
３
年
)

山
形
県
統
計
大
会

統
計
各
種
表
彰

高
校
生
の
文
芸
の
最
高
峰
、「
第
38
回
全
国
高
等
学

校
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
小
説
部
門
で
、
山
形
西
高
等

学
校
２
年
石
山
楓
さ
ん
の
作
品
「
停
車
場
の
人
々
」
が

最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
小
説
部
門
で
の
最
優
秀
賞

受
賞
は
、
県
内
初
の
快
挙
で
す
。
ま
た
、
小
説
・
文
芸

評
論
・
随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
文
芸
部
誌
、
全
７

部
門
の
応
募
作
品
２
万
２
９
５
７
点
の
中
か
ら
、
特
に

優
れ
た
作
品
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
賞
も
受
賞
さ
れ
、

ダ
ブ
ル
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

石
山
さ
ん
は
「
も
と
も
と
文
章
を
書
く
こ
と
が
好
き

で
、
小
説
を
書
き
始
め
た
の
も
そ
の
繋
が
り
で
す
。
表

現
を
自
分
の
感
覚
に
近
し
い
も

の
に
出
来
た
と
き
は
達
成
感
が

あ
り
ま
す
。
今
後
は
俳
句
や
詩

な
ど
に
も
挑
戦
し
た
い
で
す
」

と
意
欲
的
に
話
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

全国高等学校文芸コンクール 小説部門
最優秀賞受賞 石山 楓

かえで

さん(鶴巻田）

12
月
５
日
、
山
形
県
庁
に
て
令
和
５
年

度
ベ
ス
ト
ア
グ
リ
賞
授
与
式
が
行
わ
れ
、

髙
橋
央
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

髙
橋
氏
は
個
人
経
営
と
し
て
は
県
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
規
模
な
水
田
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
酒
米
を
主
力
と
し
、
ス

マ
ー
ト
農
業
機
械
を
導
入
す
る
な
ど
、
そ

の
先
駆
的
な
取
り
組
み
等
が
評
価
さ
れ
て

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
地
域
と
協
力
し
、
供
給
の
安
定

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
話
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

伊
藤
嘉
子
氏
の
「
農
に
夢
を
求
め
続
け

て
」
と
題
し
た
作
文
が
、
毎
日
新
聞
社
主

催
「
第
51
回
毎
日
農
業
記
録
賞
（
一
般
部

門
）」
で
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
農
村
の
生
活
改
善
や
地
域

活
性
化
の
た
め
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
産

直
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
、
ま
た
地
元
農

業
協
同
組
合
女
性
部
と
し
て
の
活
動
を
つ

づ
っ
た
も
の
で
、「
今
後
も
人
と
の
交
流

や
仲
間
を
大
切
に
生
涯
現
役
で
農
に
生
き

た
い
」
と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
89
歳
を
迎

え
た
今
も
な
お
、
生
き
生
き
と
輝
く
伊
藤

氏
。
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

毎
日
農
業
記
録
賞
最
優
秀
賞

伊
藤
嘉
子

よ

し

こ

氏
(鶴
子
２
)

猪
股
東
海
雄
氏
(東
根
市
)が
、
教
育
功

労
に
よ
り
｢瑞
宝
双
光
章
｣を
受
章
さ
れ
、

12
月
28
日
に
叙
勲
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

猪
股
氏
は
昭
和
33
年
４
月
か
ら
平
成
８

年
３
月
ま
で
の
38
年
間
、
県
内
の
公
立
小

中
学
校
に
勤
務
し
、
学
校
教
育
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
尾
花
沢
中
学

校
長
時
の
｢生
命
い
の
ち

｣を
大
切
に
す
る
取
り
組

み
等
は
市
内
小
中
学
校
の
模
範
と
な
り
、

大
き
な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
心
か
ら
敬
意
を

表
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

猪
股
東
海
雄

と

み

お

氏

▲全国高等学校文芸コンクール小説部門最優秀賞、文部
科学大臣賞の両賞を受賞した石山楓さん(写真は令和
５年12月16日に国立オリンピック記念青少年総合セン
ターで行われた表彰式の様子）

１
月
５
日
、
サ
ル
ナ
ー
ト
に
て
「
令
和
６
年

市
民
新
春
祝
賀
会
」・「
令
和
５
年
度
市
民
賞
授

賞
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震
の
犠
牲
者
に
黙
と
う
を
さ
さ

げ
た
後
、
尾
花
沢
雅
楽
の
演
奏
と
と
も
に
開
会
。

市
民
賞
授
賞
式
で
は
結
城
市
長
よ
り
佐
藤
好
政

氏
、
和
田
晥
氏
両
氏
に
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
度
新
規
就
労
し
た
若
者
２
人

に
よ
る
市
民
憲
章
の
朗
唱
、
常
盤
小
学
校
６
年

生
に
よ
る
「
レ
イ
ン
ボ
ー
と
き
わ
大
根
」
の
取

り
組
み
発
表
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
約
200
人
の
参

加
者
皆
で
新
年
の
幕
開
け
を
祝
い
ま
し
た
。

受賞作品は
コチラから

市
民
新
春
祝
賀
会

市
民
賞
授
賞
式

▲市民賞を受賞されたお二方
市民功労賞 佐藤好政氏(右)
教育振興賞 和田 晥氏(左)

▼やまがたSDGｓ活動報
告会で循環賞を受賞した
常盤小学校の発表



大谷選手からの
グローブお披露目

宮沢小学校
米大リーグで活躍する大谷翔平選手からのグ
ローブが市内各小学校に届きました。宮沢小学
校ではお披露目とともに大きな歓声と拍手が起
こり、「本物だ！すごい！」と子どもたちに満面
の笑みが溢れていました。

１
12文字の書き方教室

玉野地区公民館
12人の参加者は、尾崎芳桜氏の指導を受けて、
カレンダー付きの台紙に好きな文字を書きまし
た。集中して筆を運び、小さな額に入れて完成。
今年の書き初めを家に飾ることができるとあっ
て、参加者はとても満足した様子でした。

１
18

パスラボ山形ワイヴァンズ
応援給食

尾花沢小学校

尾花沢市統計調査員協議会 令和５年度研修会
｢国勢調査データからみた尾花沢市のすがた」

統計情報研究開発センターの田村朋子氏を迎え
行われた同会。統計調査から得られた様々な市
の情報が提示され、将来に備えるために統計
データは大変重要であり、調査の必要性と正確
な回答を呼びかけました。

サルナート

12
10

プロバスケットボールチーム「パスラボ山形ワ
イヴァンズ」の選手が同校を訪れ、食に関する
学習やフリースロー対決で５年生と交流しまし
た。特別メニューの給食を一緒に味わうなど、
思い出に残る楽しい交流体験となりました。

12
11

ここにしかない雪の遊園地
徳良湖スノーランドオープン

１
６

雪山ぶどうワイン
新酒を祝う会

花笠高原荘

尾花沢市男女共同参画推進事業講演会
｢アンコンシャス・バイアスについて
学ぼう｣～女性の活躍推進に向けて～

サルナート

和菓子に学ぶ日本の美
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尾花沢中３年生が美術の授業で和菓子づくりに
チャレンジしました。講師は山形市で菓子店を
営む戸田建志氏。参加した生徒たちは、ものづ
くりの楽しさを肌で感じつつ、日本文化の美を
体感する貴重な機会となりました。

尾花沢中学校

12
12

県男女共同参画推進員の矢作めぐみ氏を講師に
迎え、女性の活躍についての講演会が行われま
した。参加者は「女性だから管理職へ」ではな
く、「能力を発揮できる環境整備」が意識改革の
ポイントであることを学びました。

12
19

尾花沢山ぶどう研究会が主催した同会。夏の高
温少雨により収穫量が落ちた今年ですが、味は
抜群で、皆その出来栄えに満足していました。
また、これまで生産されたものとの飲み比べも
行われ、熟成による味の違いも堪能しました。

12
22

少雪のため規模を縮小していますが、２月25日
までは毎日楽しめます。入場無料、そりやス
ノーバイクなどの遊具も貸出し無料なので、手
ぶらでOK！みなさんも雪が降るからこそ味わ
える遊園地を、ぜひ体験してみてください。

徳良湖スノーランド

▲取材に訪れた１月15日は吹雪でしたが、台湾からのツアー客
がはじめての雪遊びに歓声を上げていました。

▲給食は尾花沢牛のビビンバと、レンコンと赤カブの花笠サラダ。
訪れた選手も尾花沢ならではのメニューに大満足の様子でした。

早速キャッチボールを楽しむ子どもたち▶
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２
０
２
４
年
も
一
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
元
日
の
夕
方
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
で
は
、
本
市
も
震
度
３
を
観
測
し
ま
し
た
。
最

大
震
度
７
を
記
録
し
た
石
川
県
を
中
心
に
、
200
名
以
上
の
方
が
お
亡

く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
１
月
20
日
は
二
十
四
節
気
の
大
寒
で
し
た
。
一
年
で
一
番

寒
さ
が
厳
し
い
日
と
い
わ
れ
、
そ
の
後
は
「
三
寒
四
温
」
と
い
う
言

葉
の
よ
う
に
、
寒
い
日
が
三
日
続
く
と
後
の
四
日
は
暖
か
く
な
り
、

冬
か
ら
春
へ
季
節
が
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
１
月
22
日
の
本
市
の
積
雪
は
１
㎝
で
あ
り
、
豪
雪
地
の

尾
花
沢
で
は
大
変
珍
し
い
光
景
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

　

さ
て
、
１
月
11
日
に
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ
エ
ス
ア
イ
様
と
包
括
連
携

協
定
を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
協
定
は
、
令
和
４
年
度

末
に
策
定
し
た
「
尾
花
沢
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

①
本
市
が
進
め
て
い
る
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
の
ス
マ

　

ー
ト
自
治
体
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

②
統
合
小
学
校
の
建
設
に
あ
た
り
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
最
適
な
Ｉ

　

Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の
構
築

③
災
害
時
の
行
政
情
報
発
信
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

　

た
仕
組
み
の
検
討

な
ど
の
３
点
を
進
め
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
度
の
協
定
締

結
を
機
に
、
ス
マ
ー
ト
自
治
体
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
加
速
化

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
が
向
上
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
も
な
く
節
分
で
す
。
節
分
の
行
事
の
由
来
と
言
わ
れ
て
い
る
の

は
、
古
代
中
国
で
行
わ
れ
て
い
た
行
事
の
一
つ
で
あ
る
「
追
儺
」
お

に
や
ら
い
、
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
桃
の
木
で
作
っ
た
弓
矢
で
悪

鬼
を
追
い
払
う
行
事
で
あ
る
追
儺
は
、
奈
良
時
代
に
日
本
へ
と
伝
わ

り
、
平
安
時
代
に
は
宮
中
行
事
の
一
つ

と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

追
儺
と
呼
ば
れ
る
行
事
の
中
に
は
、
豆

う
ち
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の
名
残

が
豆
ま
き
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、「
鬼
は
外
、

福
は
う
ち
」
と
豆
ま
き
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　きたむらやま
　　　ＳＴＡＲＳ
　きたむらやま
　　　ＳＴＡＲＳ
　きたむらやま
　　　ＳＴＡＲＳ

きた★スタ！

！！

つ
い
な

つ
い
な

つ
い
な

▲今回の編集委員左から
齋藤香織、齋藤響、西尾琉衣
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このQRコードから北村山高校のInstagramやホームペー
ジを見ることができます！→
北村山高校の魅力がたくさん詰まっているので中学生の皆
さん、保護者の皆さん、ぜひチェックしてみてください！

Instagram ホームページ

協
力
隊
の
松
田
で
す
。
今
回
は
特
色
と
魅
力
あ
る
尾
花
沢
に
す
る
た
め
に
タ
ッ

グ
を
組
ん
で
い
る
、
大
石
田
町
協
力
隊
の
ダ
ン
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
大
橋
武

司
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

松田
まつだ

明彦
あきひこ

隊員松田
まつだ

明彦
あきひこ

隊員

君
も
ダ
ン
サ
ー
。
ダ
ン
ス
部
始
め
ま
す

彼
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ベ
ル
リ
ン
で
の

活
動
を
経
て
、
現
在
『
大
石
田
Ａ
Ｉ
Ｒ
』
と

い
う
企
画
を
立
ち
上
げ
運
営
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
Ｒ
で
は
、
世
界
各
地
で
活
躍
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
招
聘

し
ょ
う
へ
い

し
、
作
品
の
制
作
を
通
し

て
、
地
域
と
か
か
わ
り
を
持
ち
新
し
い
表
現

を
見
つ
け
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ

の
３
年
間
で
、
20
組
ほ
ど
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
制
作
や
発
表
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
彼
は
大
石
田
Ａ
Ｉ
Ｒ
、
そ
し
て
同
じ

生
を
募
集
し
ま
す
！
ダ
ン
ス
活
動
を
お
こ
な
い

た
い
若
い
世
代
を
育
て
る
た
め
に
、
ダ
ン
ス
に

お
け
る
基
礎
的
な
内
容
か
ら
、
座
学
、
振
付
講

座
な
ど
現
役
ダ
ン
サ
ー
に
よ
る
表
現
力
と
創
造

性
を
育
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
さ
ん

に
は
既
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
問

合
せ
な
ど
は

℡
０
２
３
７－

35－

２
０
９
４

(虹
の
プ
ラ
ザ
･大
橋
)も
し
く
は
oisihidaair

@gmail.comま
で
ど
う
ぞ
。

vol.68

白熱したクラスマッチ！

12
月
27
日
に
冬
季
ク
ラ
ス
マ
ッ

チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
種
目
は
、

男
女
混
合
バ
レ
ー
、
ジ
ェ
ン
ガ
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
綱
引
き
の
４
種

目
行
い
ま
し
た
。
学
年
問
わ
ず
各

種
目
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
！

結
果
は
、

・
バ
レ
ー

第
一
位

３
年
２
組

３
年
生
が
予
選
を
突
破
し
、
決

勝
戦
で
は
同
ク
ラ
ス
の
対
抗
戦
と

な
り
面
白
く
、
白
熱
し
た
戦
い
に

な
り
ま
し
た
。

・
ジ
ェ
ン
ガ

第
一
位

３
年
１
組

１
年
次
と
２
年
次
は
３
年
次
に

圧
倒
的
な
力
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た

戦
い
に
な
り
ま
し
た
。

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

女
子

２
年
１
組

男
子

１
年
次

ラ
イ
ン
を
踏
み
越
す
人
が
多
く
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
盛
り
上

が
り
の
あ
る
戦
い
に
な
り
ま
し
た
。

・
綱
引
き

第
一
位

２
年
１
組

今
回
は
２
年
次
の
作
戦
勝
ち
と

な
り
、
掛
け
声
を
合
わ
せ
て
み
ん

な
頑
張
り
ま
し
た
！

そ
し
て
総
合
優
勝
は
見
事
２
年

１
組
が
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
寒
い

中
チ
ー
ム
で
協
力
し
励
ま
し
合
っ

て
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
学
年
を
越
え
て
全
校
で
つ
く

り
あ
げ
た
と
て
も
楽
し
い
ク
ラ
ス

マ
ッ
チ
で
し
た
！

暦
の
上
で
は
、
春
と
は
申
し
な
が
ら
、
ふ

る
里
尾
花
沢
で
は
未
だ
ま
だ
雪
も
降
り
寒

さ
の
日
々
が
続
く
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
私
共
首
都
圏
尾
花
沢
会
が
、
当
時

の
市
長
「
星
川
保
松
氏
」
の
お
す
す
め
で
昭

和
60
年
５
月
26
日
、
東
京
都
お
よ
び
そ
の
近

県
(首
都
圏
)に
在
住
す
る
尾
花
沢
出
身
並
び
に
、
そ
の
親
族
の
方
々
が
、
同

じ
ふ
る
里
で
尾
花
沢
市
と
の
交
流
を
深
め
、
少
し
で
も
役
に
立
て
る
よ
う
に

努
力
し
た
い
事
を
目
的
に
、
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
で
設
立
を
致
し
総
会
、

懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

お
陰
様
に
て
、
今
年
９
月
に
第
40
回
総
会
を
迎
え
る
事
に
成
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
一
重
に
、
尾
花
沢
市
お
よ
び
会
員
の
皆
様
方
の
心
の
絆
を
深
め
、
思

い
出
を
語
り
合
い
励
ま
し
の
場
と
し
て
続
け
て
こ
ら
れ
た
事
と
、
深
く
感
謝

を
致
し
ま
す
。

昨
今
、
少
子
高
齢
化
と
成
り
、
若
い
方
々
、
そ
し
て
知
り
合
い
の
方
に
会

員
・
役
員
を
お
願
い
致
し
て
お
り
ま
す
が
、
発
足
当
時
の
半
分
以
下
と
成
り

苦
労
し
て
お
り
ま
す
。
現
・
会
長
の
「
森
山
馨
氏
」
が
、「
千
葉
県
松
戸
市
」

に
有
る
「
佐
渡
ヶ
嶽
部
屋
」「
尾
花
沢
出
身
」
を
訪
問
致
し
た
と
こ
ろ
、
幸
い

に
「
親
方
、
お
奥
様
、
琴
ノ
若
、
琴
ノ
藤
」
の
４
人
の
方
々
が
会
員
に
成
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
な
お
私
は
15
年
前
か
ら
後
援
会
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
総
会
は
、
９
月
場
所
後
の
９
月
29
日
に
予
定
し
て
お
り
「
佐
渡
ヶ
嶽
」

の
出
身
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
７
年
に
は
、
40
周
年
記
念
行
事
と
致
し
記
念
誌
の
発
行
を
し
た
い
と

思
い
、
今
か
ら
そ
の
準
備
を
行
い
、「
尾
花
沢
市
、
他
の
会
、
会
員
の
皆
様
」

か
ら
の
原
稿
、
広
告
、
そ
の
他
等
の
お
願
い
を
今
か
ら
お
願
い
致
す
と
こ
ろ

で
す
。

記
念
行
事
の
準
備
を

首都圏尾花沢会顧問

原田
はらだ

忠吉
ちゅうきち

さん
(行沢出身・東京都足立区在住)

協
力
隊
の
久
保
田
舞
さ
ん
と
共
に
、
尾
花
沢
の
子
ど
も
た
ち
に
も
新
し
い
表
現
方

法
を
身
に
つ
け
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
一
回
生
と
な
る
中
学



手
づ
く
り
作
品
と
宮
沢
地
区
の

出
版
書
籍
・
古
文
書
・
珍
し
い
書

籍
を
特
別
展
示
し
ま
す
。
皆
様
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
23
日
(金
)〜
25
日

(日
)午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
終
了

■
場
所
／
宮
沢
地
区
公
民
館

問
宮
沢
地
区
公
民
館

☎
(22
)０
４
３
３

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
応
募
し
よ
う
！

ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
台
紙
に
、

氏
名
・
電
話
番
号
・
住
所
を
記
入

し
、
各
地
区
公
民
館
に
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
／

２
月
26
日
(月
)

問
各
地
区
公
民
館
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集
落
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業

に
助
成
し
ま
す

尾
花
沢
雪
ま
つ
り
の
時
期
に
合

わ
せ
て
、
集
落
が
実
施
す
る
「
小

さ
な
雪
ま
つ
り
」
に
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
開
催
日
／
２
月
24
日
(土
)

・
25
日
(日
)

※
別
日
で
も
可
能
で
す
(要
相
談
）

■
場
所
／
各
集
落
内

■
助
成
内
容
／
助
成
金
２
万
円
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
貸
与

■
申
込
／
２
月
13
日
(火
)ま
で
左

記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
中
央
公
民
館

☎
(23
)３
３
３
２

年
ま
で
は
親
子
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

問
清
流
と
山
菜
の
里
ほ
そ
の
村

☎
・
FAX
(28
)３
７
３
６

問
常
盤
地
区
公
民
館

☎
・
FAX
(28
)２
１
２
２

■
対
象
／
次
の
①
・
②
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
世
帯

①
令
和
５
年
12
月
１
日
現
在
で
尾

花
沢
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る

②
世
帯
全
員
の
令
和
５
年
度
の
住

民
税
が
非
課
税
(令
和
４
年
中

の
収
入
を
基
に
算
定
)

■
支
給
額
／
１
世
帯
に
つ
き
７
万

円
（
１
世
帯
１
回
限
り
）

■
支
給
方
法
等
／
該
当
す
る
世
帯

に
、
市
か
ら
案
内
と
「
確
認
書
」

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
内
容
を

確
認
の
上
、
必
要
事
項
を
記
入

し
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。「
確

認
書
」
等
は
１
月
下
旬
よ
り
順

次
郵
送
し
て
い
ま
す
。

※
世
帯
員
に
令
和
５
年
１
月
２
日

以
降
に
尾
花
沢
市
に
転
入
さ
れ

た
方
が
い
る
場
合
や
未
申
告
な

ど
課
税
情
報
が
確
認
で
き
な
い

方
が
い
る
場
合
は
「
確
認
書
」

等
が
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
返
送
書
類
に
不
備
が
あ
る
と
支

給
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

返
送
す
る
前
に
し
っ
か
り
と
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

第
４
回
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」

訓
練
を
実
施
し
ま
す

防
災
行
政
無
線
か
ら
音
声
が
流

れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
９
日
(金
)

午
前
11
時
頃

■
内
容
／
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
の
テ
ス
ト
で
す
」

問
防
災
危
機
管
理
課

☎
(22
)１
１
１
３

■
提
出
期
限
／
２
月
29
日
(木
)

※
期
限
日
を
過
ぎ
て
の
提
出
は
、

一
切
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
期
限
日
ま
で
提
出
が
な
い
場
合

は
、
給
付
金
の
受
け
取
り
を
辞

退
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
。

問
福
祉
課
生
活
福
祉
係

■
敷
金
／

入
居
時
家
賃
の
３
カ
月
分

■
受
付
期
間
／
２
月
13
日
(火
)〜

22
日
(木
)

■
入
居
時
期
／
４
月
上
旬

※
家
賃
は
令
和
５
年
度
の
も
の
で
す
。

※
入
居
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
の
上
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
都
市
住
宅
係

☎
(22
)１
１
１
４

本
市
で
は
、
高
齢
者
福
祉
の
さ

ら
な
る
充
実
と
、
持
続
可
能
で
安

定
し
た
介
護
保
険
事
業
の
推
進
に

向
け
て
「
第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
」
等
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
方
か
ら
ご
意
見
を
お

聞
き
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

｢第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

(素
案
)」
は
市
公
式
Ｈ
Ｐ
と
福
祉

課
で
公
表
中
で
す
。

■
募
集
期
間
／
２
月
１
日
(木
)〜

10
日
(土
)※
消
印
有
効

■
提
出
方
法
／
次
の
①
〜
④
い
ず

れ
か
の
方
法
で
、住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
「
福
祉
課

介
護
福
祉
係
」
ま
で
提
出
。

①
持
参

②
郵
送
〒
９
９
９－

４
２
９
２

尾
花
沢
市
若
葉
町
１－

２－

３

③
メ
ー
ル

kaigo@city.obanazawa.yamagata.jp

※
件
名
に
｢第
９
期
介
護
保
険
事

業
計
画
(素
案
)に
関
す
る
意
見
｣

④
Ｆ
Ａ
Ｘ
(24
)０
３
２
２

※
任
意
様
式
で
結
構
で
す
。

問
福
祉
課

介
護
福
祉
係

【内
線
161
】

２
月
29
日
締
切
！

低
所
得
世
帯
物
価
高
騰

対
策
給
付
金
の
ご
案
内

食
生
活
改
善
推
進
員
主
催

第
２
回
｢男
の
料
理
教
室
｣

前
回
、
変
わ
り
種
お
に
ぎ
り
と

ミ
ル
ク
豚
汁
を
作
り
、「
楽
し
か
っ

た
！
」
と
好
評
だ
っ
た
た
め
、
２

回
目
を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
、
お
申
込
み
く
だ
さ

い
！

■
日
程
／
２
月
15
日
(木
)

■
時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
半

■
場
所
／

市
役
所
２
階
栄
養
指
導
室

■
内
容
／
手
打
ち
う
ど
ん

■
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
参
加
料
／
300
円

■
申
込
期
限
／
２
月
９
日
(金
)

問
尾
花
沢
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
事
務
局
(健
康
増
進
課
内
)

☎
(22
)１
１
１
８

介
護
保
険
事
業
計
画
の
意
見
募
集

募集住宅 所在
地区

戸
数 概 要 家 賃

(月額)
駐車場
使用料 特記事項

長根下住宅
１号棟

(ＲＣ造４階建)
新町 １ 昭和55年建築／２階

３ＤＫ
15,900～
31,300円 なし

・
一
般
世
帯
向

・
単
身
入
居
可
(た
だ
し
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
等
）

長根下住宅
２号棟

(ＲＣ造４階建)
新町 ４ 昭和55年建築 ／３・４階

３ＤＫ
16,200～
31,800円 なし

荒楯第２住宅
１号棟

(ＲＣ造４階建)
荒楯 ２ 平成10年建築／２・４階

３ＤＫ
22,200～
43,600円

月額
600円

下新田団地
(ＲＣ造４階建) 上町 １

平成13年建築／４階
１ＬＤＫ

エレベーター有
19,400～
38,200円

月額
2,600円
(屋内)

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

メ
ー
プ
ル
サ
ッ
プ
採
取
体
験

参
加
者
募
集

■
日
時
／
２
月
18
日
(日
)

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■
集
合
／

細
野
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
｢蔵
」

■
内
容
／
メ
ー
プ
ル
サ
ッ
プ
採
取

体
験
、
雪
の
す
べ
り
台
遊
び

■
参
加
料
／
１
人
２
千
円
(昼
食
付
)

■
申
込
／
２
月
９
日
(金
)ま
で
、

下
記
へ
電
話
等
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
防
寒
対
策
を
し
、
小
学
校
低
学

宮
沢
地
区
ふ
れ
あ
い
作
品
展

◆
統
計
調
査
員
と
は
？

国
や
県
が
生
活
に
関
わ
る
様
々

な
統
計
調
査
を
行
う
際
、
対
象
世

帯
や
事
業
所
を
訪
問
し
て
事
前
調

査
や
調
査
票
の
配
布
、
回
収
等
を

行
う
の
が
統
計
調
査
員
で
す
。

調
査
ご
と
に
任
命
さ
れ
る
非
常

勤
の
公
務
員
で
、
報
酬
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

■
調
査
員
に
登
録
で
き
る
方
／

・
市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方

・
統
計
調
査
員
と
し
て
秘
密
保
持

を
厳
守
で
き
る
方

・
暴
力
団
員
そ
の
他
反
社
会
的
勢

力
に
該
当
し
な
い
方

・
税
務
、
警
察
、
選
挙
に
直
接
関

係
が
な
い
方

難
し
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

現
役
の
調
査
員
か
ら
は
「
統
計
調

査
を
通
し
て
、
市
民
の
声
が
聞
こ

え
世
の
中
が
見
え
て
く
る
」
と
の

声
も
あ
る
な
ど
、
社
会
生
活
の
基

礎
資
料
を
整
え
る
、
重
要
で
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
尾
花
沢
市
統
計
調
査
員
協
議
会

事
務
局
(総
務
課
情
報
統
計
係

内
)【内
線
236
・
238
】

統
計
調
査
員
募
集

令和６年能登半島地震

を災害義援金 を・・・・・・・

し て い ま す・・・・・・・受付 し て い ま す
令和６年１月１日に発生した能登半島地震により、
被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。
本市では、この災害で被災された方々を支援するた
め、義援金の受付を行っています。
■場所／１階 市民税務課 総合窓口前
■時間／平日の午前８時30分～午後４時30分
■義援金の取り扱い／日本赤十字社
山形県支部を通して、全額を被災
地へ届けます。
※救援物資については、現在のとこ
ろ受入れしていません。
■その他／寄付金控除を考えている
方は、２階防災危機管理課へ直接
お越しください。

上柳健康増進施設
閉館予定のお知らせ閉館予定のお知らせ
市民の健康推進活動の拠点として開設し

ている上柳健康増進施設は、令和６年３月
31日をもって閉館の予定です。これまでの
ご利用に感謝申し上げるとともに、閉館に
ついてご理解を賜りますようお願いいたし
ます。

問健康増進課 ☎(22)1118

問防災危機管理課 ☎(22)1113



■
開
館
日
／
２
月
３
日
、
10
日
、

17
日
(２
月
24
日
は
休
館
)

■
入
場
料
／
無
料

■
内
容
／
映
画
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

※
予
約
優
先
で
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

ま
た
は
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。（
電
話
受
付
は
、
平
日

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
）

問
北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
(53
)０
６
９
５

12
月
５
日
に
、
上
水
道
と
簡
易

水
道
の
水
道
水
を
採
水
し
検
査
を

行
っ
た
結
果
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

◇
上
水
道

問
環
境
衛
生
事
業
組
合

上
下
水
道
課
☎
(23
)２
１
６
１

◇
簡
易
水
道

問
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

簡
易
水
道
係
☎
(22
)１
１
１
２
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冬
期
間
、
多
く
の
ご
家
庭
で
雪

囲
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
火
災
や

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
積
雪
や

雪
囲
い
が
避
難
の
障
害
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

ご
自
宅
の
周
り
を
確
認
し
、
２

■
日
時
／
３
月
９
日
(土
)

午
後
７
時
開
演

■
場
所
／
山
形
テ
ル
サ
ホ
ー
ル

■
申
込
／
は
が
き
に
①
｢第
315
回

山
響
鑑
賞
券
希
望
」
②
郵
便
番

号
・
住
所
③
氏
名
④
年
齢
⑤
電

話
番
号
を
明
記
し
、
左
記
へ
郵

送
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
お

申
し
込
み
。

※
市
内
在
住
の
方
が
対
象
（
１
人

１
枚
ま
で
）。
当
選
者
に
つ
い

て
は
、
鑑
賞
券
の
発
送
を
も
っ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
／

２
月
19
日
(月
)必
着

問
社
会
教
育
課

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
(23
)３
３
３
２

水
道
・
簡
易
水
道
の

放
射
性
物
質
測
定
結
果

カ
所
以
上
の
避
難
口
を
確
保
し
ま

し
ょ
う
。

問
消
防
本
部
予
防
保
安
係

☎
(22
)１
１
３
１

第
315
回
山
形
交
響
楽
団

定
期
演
奏
会
無
料
鑑
賞
券
の

申
込
者
募
集

■
日
時
／
３
月
３
日
(日
)

午
前
８
時
30
分
〜
午
前
10
時

■
訓
練
内
容
／

※
午
前
８
時
45
分
〜
午
前
９
時
45

分
ま
で
活
性
化
セ
ン
タ
ー
通
り

は
全
面
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

※
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で

火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

※
市
役
所
駐
車
場
が
訓
練
会
場
と

な
り
ま
す
の
で
、
前
日
夕
方
か

ら
車
両
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

問
消
防
本
部
警
防
係

☎
(22
)１
１
３
１

避
難
経
路
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

台
所
や
洗
面
台
な
ど
の
排
水
口

に
、
油
や
生
ご
み
を
流
す
と
下
水

道
管
内
で
冷
え
て
固
ま
り
、
詰
ま

り
や
悪
臭
の
原
因
に
な
り
ま
す
の

で
、
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
使
い
終
わ
っ
た
て
ん
ぷ
ら
油
な

ど
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
、

毎
月
１
〜
２
回
あ
る
廃
食
用
油

の
回
収
日
に
衛
生
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

・
ト
イ
レ
に
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
流
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
排
水
口
に
は
ネ
ッ
ト
等
を
用
い
、

髪
の
毛
が
流
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
危
険
物
（
灯
油
な
ど
）、
固
形
物

は
下
水
道
に
は
流
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
衛
生
事
業
組
合

上
下
水
道
課
☎
(23
)２
１
６
１

消
防
訓
練
の
お
知
ら
せ

時
間

内
容

場
所

午
前
８
時

30
分

整
列
･観
閲
市
役
所

駐
車
場

午
前
９
時
一
斉
放
水

分
列
行
進

活
性
化

セ
ン
タ

ー
通
り

午
前
９
時

45
分

講
評
･訓
示
市
役
所

駐
車
場

北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

土
曜
日
の
一
般
公
開
日

排
水
口
に
油
な
ど
を

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

(け ん 引 式 農 作 業 機)

◆お問い合わせ先 市民税務課 市税係 ☎(22)1117

農耕トラクターにけん引される「農耕作業用トレーラ」は、道路運送車両法上の大型・小型特殊自
動車に指定されたことから、車両の登録が必要です。小型特殊自動車の場合は、市民税務課で手続き
を行ってください。
なお、公道走行の有無にかかわらず、所有していればナンバープレートが

必要です。
保安基準や構造条件などの一定の条件を満たす必要があります。詳しくは

国土交通省、農林水産省、(一社)日本農業機械工業会のHPでご確認ください。

小型特殊車両に該当する｢農耕作業用トレーラ｣の基準
以下の要件全てに該当するもの
① 公道走行におけるけん引時最高速度が時速３５㎞未満の農耕トラクターのみにけん引されるもの
② 肥料等散布、耕うん、収穫等の運搬作業を行うために必要な構造を有する被けん引自動車

手続きに必要な書類
① 「農耕作業用トレーラ」の要件を満たしていることが確認できる書類
（車名、車台番号、車輪の数、排気量等が確認できるもの
製品カタログなど）

② 手続きに来られる方の身分証明書（運転免許証など）
※本人および同一世帯員以外の方が代理で申請する場合は、所有者の
委任状が必要です。

税金
軽自動車税の対象で、手続きの翌年度から課税されます。（年税額2,400円）

をお持ちの方へ農耕作業用トレーラをお持ちの方へ

詳しくは
こちらから

軽自動車税
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◆
ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

対
象
と
な
る
生
徒
・
学
生
が
卒

業
後
、
県
内
に
就
職
・
就
業
し
た

場
合
は
、
そ
れ
以
降
の
利
子
に
対

し
て
最
長
10
年
間
、
(公
財
)山
形

県
勤
労
者
育
成
教
育
基
金
協
会
か

ら
、
元
金
300
万
円
を
限
度
に
年

２
・
０
％
の
利
子
補
給
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

■
用
途
／
大
学
、
短
大
、
高
校
、

専
門
学
校
等
の
学
資
金
、
住

居
・
生
活
資
金
な
ど

証
貸
型

一
括
で
ご
融
資
金
額

を
受
け
取
れ
ま
す
。

■
融
資
限
度
額
／
最
高
２
千
万
円

■
融
資
金
利
／

年
１
・
70
％
〜
２
・
60
％

※
取
引
内
容
で
金
利
が
異
な
り
ま
す
。

■
返
済
期
間
／
最
長
25
年
（
在
学

中
は
最
長
６
年
間
元
金
据
え
置

き
が
可
能
で
す
）

■
保
証
／
労
働
金
庫
指
定
の
保
証

機
関
の
ご
利
用
と
な
り
、
保
証

料
は
労
働
金
庫
が
負
担
し
ま
す
。

カ
ー
ド
型

在
学
期
間
中
、
限

度
額
の
範
囲
内
で
繰
り
返
し
利

用
可
能
で
す
。

■
融
資
限
度
額
／
最
高
２
千
万
円

■
融
資
金
利
／
変
動
型
金
利

年
１
・
55
％
〜
２
・
45
％

■
返
済
期
間
／
最
長
20
年
（
在
学

中
は
最
長
７
年
間
元
金
据
え
置

き
が
可
能
で
す
）

■
保
証
／
労
働
金
庫
指
定
の
保
証

機
関
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

(元
利
金
返
済
期
間
中
の
保
証

料
は
労
働
金
庫
が
負
担
)

◆
生
活
応
援
ロ
ー
ン

市
と
東
北
労
働
金
庫
が
提
携
し
、

低
利
で
融
資
す
る
制
度
で
す
。

■
融
資
対
象
／
本
市
に
住
所
を
置

き
、
組
合
組
織
や
貸
付
制
度
の

無
い
事
業
所
に
１
年
以
上
勤
務

さ
れ
て
い
る
方

■
用
途
／
生
活
資
金
全
般
、
教
育

資
金
、
医
療
・
介
護
資
金
、
自

動
車
資
金
、
冠
婚
葬
祭
費
な
ど

■
融
資
金
額
／
最
高
300
万
円

■
融
資
金
利
／
固
定
金
利

年
１
・
25
％
〜
２
・
75
％

■
融
資
期
間
／
７
年
〜
10
年

※
融
資
金
額
・
金
利
・
期
間
は
融

資
の
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。

■
保
証
／
労
働
金
庫
指
定
の
保
証

機
関
の
ご
利
用
と
な
り
、
保
証

料
は
労
働
金
庫
が
負
担
し
ま
す
。

※
対
象
者
と
な
る
要
件
が
あ
り
ま
す
。

※
審
査
の
結
果
、
ご
融
資
で
き
な

い
等
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

問
東
北
労
働
金
庫
ロ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
村
山
☎
(53
)０
０
７
５

①
山
形
会
場

■
日
時
／
３
月
２
日
(土
)

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
会
場
／
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

■
参
加
企
業
／
160
社
程
度

■
対
象
／
令
和
７
年
３
月
卒
業
予

定
の
学
生
、
既
卒
３
年
以
内
の

方
②
東
京
会
場

■
日
時
／
３
月
６
日
(水
)、
７
日

(木
)
各
正
午
〜
午
後
４
時

■
会
場
／
新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー
30
Ｆ

■
参
加
企
業
／
140
社
程
度

■
対
象
／
令
和
７
年
３
月
卒
業
予

定
の
学
生
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望

者
、
山
形
県
内
で
の
就
職
を
希

望
さ
れ
て
い
る
方

問
山
形
県
産
業
労
働
部
雇
用
・

産
業
人
材
育
成
課

☎
０
２
３
(630
)３
２
６
５

｢や
ま
が
た
合
同
企
業
説
明
会

２
０
２
５
｣開
催
！

山
形
県
警
察
で
は
、
特
殊
詐
欺

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
迷
惑
電

話
防
止
機
能
付
き
固
定
電
話
機
へ

の
買
い
換
え
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

特
殊
詐
欺
の
犯
人
か
ら
の
電
話

(ア
ポ
電
)の
多
く
は
自
宅
の
固
定

電
話
に
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

犯
人
か
ら
の
電
話
を
受
け
な
い
た

め
に
は
、
迷
惑
電
話
防
止
機
能
付

き
固
定
電
話
機
を
設
置
し
、
特
殊

詐
欺
の
犯
人
に
犯
行
を
断
念
さ
せ

て
電
話
を
切
ら
せ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
こ
の
機
会
に
買
い
換
え
ま

せ
ん
か
？

■
申
請
期
限
／
３
月
10
日
(日
)

■
補
助
／
最
大
５
千
円
の
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す

◇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

☎
０
５
０
(３
８
１
８
)９
６
５
５

問
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

☎
０
２
３
(626
)０
１
１
０

■
期
間
／

２
月
21
日
(水
)・
22
日
(木
)

■
時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
内
容
／
生
活
全
般
に
関
す
る
悩

み
や
困
り
ご
と
相
談
(借
金
、

法
律
、
人
間
関
係
、
そ
の
他
な

ん
で
も
)

■
相
談
方
法
／
電
話
相
談

※
事
前
申
込
不
要

■
相
談
料
／
無
料

問
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
や
ま
が
た

☎
０
１
２
０
(39
)６
０
２
９

(フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
)

■
期
間
／
２
月
26
日
(月
)〜
３
月

１
日
(金
)

■
時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
内
容
／
就
労
や
生
活
・
住
ま
い
に

関
す
る
悩
み
・
不
安
・
困
り
ご
と

■
相
談
方
法
／
来
所
・
電
話
相
談

■
場
所
／
山
形
テ
ル
サ
１
階

※
事
前
申
込
不
要

■
相
談
料
／
無
料

問
山
形
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
０
(800
)７
８
６
７

(フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

各
種
ロ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

第
２
回
「
求
職
者
の
た
め
の

就
労
・
生
活
集
中
相
談
会
」

生
活
な
ん
で
も
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
き

固
定
電
話
機
へ
の
買
い
換
え

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

キャンペーン
特設サイトは
こちら
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介
護
に
お
困
り
の
方
、
関
心
の

あ
る
方
を
お
誘
い
く
だ
さ
い
。
会

員
に
限
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
参
加

■
募
集
期
限
／

２
月
13
日
(火
)必
着

■
対
象
／
山
形
県
内
で
の
左
記
活
動

・
学
校
に
お
け
る
教
育
的
な
活
動

・
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
た
社

会
教
育
的
な
活
動

・
県
内
に
伝
わ
る
文
化
的
な
活
動

■
助
成
金
額
／
１
団
体
に
つ
き
10

万
円
〜
40
万
円

※
運
営
委
員
会
に
よ
る
審
査
・
選

考
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
／
基
金
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
申
請

書
を
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
。

s-furusatokikin@
fidea.co.jp

問
荘
内
銀
行
広
報
Ｃ
Ｓ
Ｒ
室
内

公
益
信
託
荘
内
銀
行
ふ
る
さ
と

創
造
基
金
事
務
局

☎
０
２
３
(626
)９
０
０
６

で
き
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
17
日
(土
)午
後
１

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所
／
楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ

ー
会
議
室
(村
山
市
楯
岡
二
日

町
６－

24
)

■
内
容
／
介
護
者
相
互
の
交
流

■
参
加
料
／
無
料

問
在
宅
介
護
を
支
え
る
家
族
の
会

☎
０
９
０
(２
８
４
４
)１
１
５
０

■
募
集
科
／
溶
接
施
工
科

■
訓
練
期
間
／
４
月
２
日
(火
)〜

９
月
26
日
(木
)

■
場
所
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山

形
(山
形
市
漆
山
１
９
５
４
)

■
対
象
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

登
録
し
て
い
る
方

■
定
員
／
13
人

■
受
講
料
／
無
料
(テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
自
己
負
担
)

■
申
込
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■
応
募
期
限
／

３
月
14
日
(木
)正
午

■
選
考
日
／
３
月
21
日
(木
)

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
形

☎
０
２
３
(686
)２
０
１
６

公
益
信
託
荘
内
銀
行
ふ
る
さ
と

創
造
基
金
２
０
２
４
年
度
募
集

求
職
者
に
対
す
る
職
業
訓
練

４
月
生
募
集

■
日
時
／
２
月
６
日
(火
)

午
後
４
時
〜
午
後
７
時

※
１
人
30
分
間

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す

■
場
所
／
東
北
労
働
金
庫
村
山
支

店
２
階
会
議
室

(村
山
市
楯
岡
新
町
３－

９－

５
)

■
日
時
／
２
月
26
日
(月
)

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所
／
村
山
保
健
所
２
階
講
堂

(山
形
市
十
日
町
１－

６－

６
)

■
対
象
／
ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
に

困
っ
て
い
る
ご
家
族

■
内
容
／
①
講
話
「
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
に
つ
い
て
家
族
が
知
っ

て
お
き
た
い
こ
と
」
(精
神
科

医
師
)、
②
体
験
発
表
「
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
家
族
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
(断
酒
会
家
族
会
)

■
申
込
／
２
月
19
日
(月
)ま
で
電

話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
村
山
保
健
所
保
健
企
画
課

精
神
保
健
福
祉
担
当

☎
０
２
３
(627
)１
１
８
４

■
相
談
内
容
／
①
不
動
産
登
記
関

係
(相
続
・
贈
与
・
売
買
)、
②

遺
言
、
③
消
費
者
問
題
(サ
ラ

金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
多
重
債
務
)、

④
空
き
家
問
題
、
⑤
成
年
後
見
人

問
北
村
山
地
区
労
働
者
福
祉
協
議

会
事
務
局
東
北
労
働
金
庫
村

山
支
店
☎
(55
)５
１
１
５

※
申
込
方
法
や
受
験
資
格
等
の
詳

細
は
、
人
事
院
Ｈ
Ｐ
の
「
国
家

公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ

Ｉ
」
ま
た
は
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課

試
験
係

☎
０
２
２
(221
)２
０
２
２

婚
活
の
仕
方
、
お
見
合
い
相
手

の
紹
介
な
ど
に
つ
い
て
の
個
別
相

談
を
行
い
ま
す
。

■
期
日
／
２
月
４
日
(日
)・
11
日

(日
)・
18
日
(日
)・
26
日
(月
)

■
時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分
(１
組
45
分
程
度
)

■
場
所
／
文
翔
館

(山
形
市
旅
篭
町
３－

４－

51
）

■
対
象
／
結
婚
を
希
望
す
る
方
ま

た
は
そ
の
家
族
（
要
予
約
。
申

込
は
開
催
前
の
木
曜
日
ま
で
）

■
相
談
料
／
無
料

問
や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
(687
)１
９
７
２

｢や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
｣に

よ
る
結
婚
相
談
会

司
法
書
士
に
よ
る
『無
料
法
律

相
談
会
』を
ご
利
用
く
だ
さ
い

｢ア
ル
コ
ー
ル
家
族
教
室
｣開
催

定例会開催のお知らせ市議会３３月月

問議会事務局☎(22)3755

■傍聴を希望される方へ
当日受付して傍聴できます。なお、各

委員会の傍聴をご希望の方は、事前にお
問い合わせください。
市公式ＨＰ「インターネット議会中継」
を選択すると｢ライブ中継」「録画映像」
をご覧いただけます。

■日程(予定) ※変更となる場合があります。
月 日 時 間 会 議
２ 29(木)

10時～

本会議

３

４(月) 総務文教常任委員会
５(火) 産業厚生常任委員会
７(木) 一般質問
８(金) 一般質問・予算特別委員会
11(月) 予算特別委員会(総括質疑）
12(火) 予算特別委員会(総括質疑・分科会）
13(水)

予算特別委員会(分科会）14(木) 13時～
15(金) 10時～

19(火) 13時～ 予算特別委員会・本会議
・議会運営委員会

21(木) 10時～ 本会議

一般質問項目チラシ配布・掲載場所

庁舎１階市民サロン・各地区公民館
悠美館・市公式ＨＰ

議会中継は
こちらからも！

国
家
公
務
員
採
用
試
験

試験名 申込受付期間
【インターネット】 第１次試験日

総合職
(院卒者・大卒程度) ２月５日(月)～26日(月) ３月17日(日)

一般職
大卒程度 ２月22日(木)～３月25日(月) ６月２日(日)

高卒者 ６月14日(金)～26日(水) ９月１日(日)

介
護
家
族
の
会

集
い
＆
出
張
カ
フ
ェ
開
催

令和６年度 年金保険料の口座振替前納の申込締切は２月29日(木)です！

★国民年金保険料の支払いには、お得な口座振替前納をご利用ください

令和５年中に年金保険料を納入されている皆さまへ、控除証明書が送付されています。確定申告の
際にご活用ください。
また、昨年11月に控除証明書が届いた方で、10月以降に保険料を納めた方は、確定申告の際にその

領収書もお持ちください。

社会保険料(国民年金保険料)控除証明書が送付されています

問新庄年金事務所☎0233(22)2050・市民税務課 市民年金係☎(22)1235

■手続きの場所／市役所、年金事務所、各金融機関
持ち物 各金融機関の通帳、金融機関お届け印、年金手帳または基礎年金番号通知書 など

■前納の口座振替日(引き落とし日)／令和６年４月30日(火)
※手続き完了まで数日を要する場合がありますので、余裕をもってお手続きください。

もお得です♪
(令和５年度保険料の場合）

６カ月前納で

1,130円
１年前納で

4,150円
２年前納で

16,100円
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立
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みんなの健康だよりみんなの健康だより
このページの健診・相談は保健センターで行います。

問健康増進課 健康指導係【内線628】

ゆきごろうはうす
☎(23)2018
地域子育て支援センター

尾花沢市立おもだか保育園内

２月の行事予定 ※10：30頃から始めます

２日(金) 豆まき会 20日(火) 栄養講座
６日(火) 育児講座 27日(火) 身体測定
13日(火) 保健講座 29日(木) 誕 生 会

０歳～就学前のお子さんと保護者の方がいつでも気軽
に立ち寄って遊んだり、おしゃべりしたりのんびり過
ごせる場所です。
豆まき会の行事を予定しています。ぜひ遊びに来てください！

子育て支援センターとは

芭蕉､清風歴史資料館
☎(22)0104

お となの健康相談

中央診療所
☎(23)2010

◆受付時間 8：30～11：30 14：00～16：30
※午後の診療については、事前にお問い合わせください。

◆休 診 日 土・日・祝日・年末年始

※本間直之所長が常時診察を行っています。都合により
医師が変更になる場合があります。

※毎週木曜日の午前の診察は、山川医師のみとなります。

どもの健診・相談 詳しい持ち物等は、ホームページをご覧ください。こ

《２月の休日当番医》
４日(日) おくやま内科医院 24-0980
11日(日) 清治医院 23-2125
12日(月) 伊藤クリニック 23-3350
18日(日) 中央診療所 23-2010
23日(金) 尾花沢病院 23-3637
25日(日) 加藤クリニック 22-9877
※診療時間は８：30～17：00です。
※事前に電話してから受診してください。

《２月の新型コロナワクチン個別接種》

対 象 者 医療機関(電話予約) 期日
【12歳以上】
初回および

Ｒ５秋開始接種

清治医院
☎(23)2125

２日(金)

３月１日(金)

【５～11歳】
初回および

Ｒ５秋開始接種

尾花沢病院
☎(23)3637

５日(月)

26日(月)

※接種時間は、予約の際に各医療機関へご確認ください。
※乳幼児(６カ月～４歳)のお子様のコロナワクチン接種希
望の方は、健康増進課までご相談ください。

※その他、ご不明な点がありましたら、健康増進課までお
問い合わせください。

◆開館時間 ９：30～16：30(３月から９：00～16：30)
◆休 館 日 毎週水曜日(水曜日が祝日の場合はその翌日)

出前広場 10：00～11：00

８日(木) ときわ保育園 21日(水) 玉野保育園

◆開館時間 月～土曜日 ９：00～19：00 日・祝日 ９：00～17：00
◆２月の休館日 13日(火)、26日(月)
※休館日は、入口のブックポストにご返却ください。

７日 青野 智典 医師(循環器内科)
14日 白幡名香雄 医師(消化器内科)
21日 望月秀太郎 医師(外科)
28日 福長 千明 医師(腎臓内科)
１日

山川 洋平 医師
(消化器内科)

８日
15日
22日
29日

お気軽にご利用ください♪

健診・相談 対 象 日 時 受付時間
７～８カ月児健康相談 令和５年６月生

２月19日(月)
９：00 ～ ９：30

１歳お誕生身体計測 令和５年２月生 10：00 ～ 10：30
赤ちゃんルーム 妊婦や乳児とその保護者など 13：00 ～ 15：00
乳児健診 令和５年９月～10月生 ２月14日(水) 12：45 ～ 13：00
３歳児健診 令和２年８月～10月生 ２月13日(火) 12：45 ～ 13：00

パパママ相談会 出産予定日が令和６年４月１日～５月10日
までに父母になる方 ２月16日(金) 12：45 ～ 13：00

相談等 日時・受付 持 ち 物

母子健康手帳交付 ２月19日(月)
9：00 ～ 11：30

妊娠届出書、印鑑、健康保険証、マイナンバーがわかるもの、
妊婦さん名義の通帳
※都合が合わない際は事前にご連絡ください

妊 婦さんの相談

令和５年秋開始接種の集団接種は終了しました。
接種を希望する方は下記の個別接種で受けること
ができます。直接医療機関へご予約ください。

企画展『尾花沢のおひなさま』

２月22日(木)～４月２日(火)
尾花沢市に残る享保雛や古
今雛などの時代雛や土雛人
形、豆人形を展示します。

日時・受付 内 容

２月５日(月)
13：00 ～ 15：00

○健診結果や栄養相談、心の
健康や引きこもり相談など

○どなたでもご利用でき、秘
密は厳守します

○12歳以上初回接種／ファイザー社
○12歳以上Ｒ５秋開始接種／ファイザー社または第一三共社
○５～11歳初回・Ｒ５秋開始接種／ファイザー社(小児用)

使用するワクチン

悠美館
☎(22)3746

２月のおはなし会 テーマ 冬まっさかり

１階 おはなしコーナー場所
２月17日(土) 15：00～日時

絵本読み聞かせなど内容 スキップコスモス さん協力

今月の特設コーナー
今月の作家 ｢林 真理子｣
ヤングアダルト ｢学習に役立つ本｣

一般 ｢山形県に関する本｣
児童 ｢冬まっさかり！｣

毎週木曜日に、新しい本が入ります。お探しの本がありましたら、職員へお声かけください。

蔵書点検に伴う臨時休館のお知らせ
本の一斉点検を行います。ご不便をおか
けしますが､ご理解とご協力をお願いします。
期間中は問い合わせや本の予約はお受け
しておりません。

※期間中の返却はブックポストをご利用く
ださい。
※マンガセットは破損しやすいため、必ず
カウンターにご返却ください｡

２月19日(月)～26日(月)日時

◆開所時間 月～金曜日 ９：00～12：00、13：30～16：00

※２月20日(火)は展示替えの
ため､臨時休館となります｡

２月の各種予定月の各種予定

夜間納税相談窓口
２月29日(木) 20：00まで

問市民税務課 収納係【内線128・129】
日時

◆休日相談日

◆｢Hana カフェ｣

マイナンバーカード申請･交付窓口
２月８日(木)、22日(木)
19：30まで

※当日16：30まで､市民税務課へ電話
予約。

問市民税務課 市民年金係 ☎(22)1235

日時

窓口延長日 場所市民税務課

展示 場所共同福祉施設
｢畳小物展｣ (畳屋清兵衛)

年金相談日
２月28日(水) 10：00～15：00

※前日正午まで、新庄年金事務所
☎0233-22-2050へ電話予約。

問市民税務課 市民年金係 ☎(22)1235

日時

各種相談日
場所市民税務課

LaLaネット結婚相談会

２月はありません

２月11日(日) 13：00～15：00
サルナート和室

問LaLaネット事務局(社会教育課内)【内線460】

日時
場所

教育相談
毎週火・水・木曜日
８：30～17：15
問こども教育課 ☎(22)2399

場所 悠美館２階

福祉相談
◆総合相談…毎週水曜日

10：00～14：00
◆常設相談…月～金曜日

(祝日を除く)
８：30～17：00

◆専門相談…２月21日(水)
10：00～15：00

◆無料法律相談…２月21日(水)
※法律相談は前日まで電話予
約をし、当日は13：00まで
お越しください。
問社会福祉協議会 ☎(22)1092

場所 東光館

尾花沢雅楽の演奏会
３月２日(土) 11：00～


